
平成 30年度 森林総合研究所関西支所 

公開講演会要旨集 

広葉樹林はお宝になるか？ 

〜有効活用の可能性を探る〜 

日 時：平成 30 年 10 月 19 日（金） 13：00～16：30 

会 場：龍谷大学響都ホール校友会館 

ロビーにて、広葉樹の有効活用に向けた様々な研究や取り組み

を紹介しています。併せて（国研）森林研究・整備機構の研究・

事業の一部を紹介しておりますので是非ご覧ください。 

また、各種パンフレットや広報誌を設置していますのでご自由

にお取りください。 

主催：国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所関西支所 

共催：近畿中国森林管理局 





基調講演 

















ポスター発表 













広葉樹の高伐りによるシカ食害回避の可能性 
東北支所チーム長（野生鳥獣類管理担当） 高橋裕史  

1.はじめに

ヨーロッパには、草食獣による萌芽への食害を回避するため、伐採高を高くして萌芽枝の発生位置を

高めるポラード（pollard）とよばれる更新方法があります。北摂地域の台場クヌギも、高い位置で伐

採して萌芽更新させた結果、シカによる萌芽食害を免れてきたようです。そこで、防護柵によらないシ

カ食害防止手法として、高伐りによる萌芽食害の軽減効果について検討しました。

現地調査に際して、日吉町森林組合様、小林耕二郎様にお世話になりました。記して深謝します。

2.調査方法

京都府南丹市の日吉町森林組合により、2014 年に更新伐として様々な高さで伐採されたクヌギおよび

アベマキからなる林分を対象としました。2016 年 8 月時点で生きている萌芽枝（伐採前に生じていた側

枝を含む）をもつ 51株について、伐採高（切り株の根際から伐採面までの高さ）、萌芽枝ごとの地上から

梢端までの高さ、シカによると判断された食痕の有無を記録しました。また 2017 年には、シカが届く高

さを確かめるため、自動撮影カメラを設置して枝葉採食の様子を観察しました。 

3.結果と考察

高さ 200cm 未満の萌芽枝の 80%（432/540）には梢端に食痕がみとめられ（図 1）、200cm 未満の萌芽枝

は食われやすいか、または食われた結果として 200cm 未満に抑えられていることがわかりました。また

伐採高が高い株ほど萌芽枝は高くなる傾向がみとめられ、高さ 200cm を越えた萌芽枝は伐採高 80cm以上

の株に多くみられました（図 2）。食痕の高さは最大で約 270cm に達しており、自動撮影によって得られ

た画像からは、シカが切り株を踏み台にしたり、下垂した枝を咥えて揺さぶることによって高い位置で枝

が折れたりして、直接届く高さよりも高い位置で食痕や折損が生じることがわかりました。 

以上から、クヌギ・アラカシの萌芽更新に必要な萌芽枝の生残と成長にとって、伐採高 80cm以上の高

伐りが一定の効果をもつ可能性が期待されました。ただし地形やシカの生息密度なども影響すると考え

られ、高伐りだけでシカの影響を完全に排除できるわけではないことにも注意が必要です。 

図 1 萌芽枝と食痕の高さの関係 図２ 伐採高と萌芽枝の高さの関係 
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どんぐり当てクイズ写真提供：
関西支所生物多様性研究グループ長 市原優



プログラム 

司会・進行：森林総合研究所関西支所地域研究監 齊藤 哲 

  開 会 挨 拶：森林総合研究所関西支所長 大平 辰朗 

[テーマ]  広葉樹林はお宝になるか？〜有効活用の可能性を探る〜 

【第 1 部 基調講演】 

 広葉樹の遺伝資源としての重要性と保全（筑波大学生命環境系 教授 津村義彦）

 広葉樹林の持続的な利用のために（岐阜県立森林文化アカデミー 教授 横井秀一）

【第 2 部 森林総合研究所交付金プロジェクト「広葉樹も多い中山間地で未利用資源を 

むだなく循環利用する方策の提案」の成果】 

 プロジェクト概要（関西支所 森林生態研究グループ長 奥田史郎）

 広葉樹はどれだけある？地上調査とリモートセンシングによる資源量評価（関西支所 森林

資源管理研究グループ 田中真哉）

 資源をむだなく使うには？用途に応じた材積の推定（関西支所 森林生態研究グループ

山下直子）

 どう使う？近畿の広葉樹（関西支所 チーム長（山村振興担当） 垂水亜紀）

休 憩

【第 3 部 パネルディスカッション「広葉樹林の有効活用にむけて」】 

司会：山本伸幸（森林総合研究所 林業経営・政策研究領域） 

パネリスト：落部弘紀（東近江市永源寺森林組合） 

善行 宏（近畿中国森林管理局森林整備部長） 

津村義彦（筑波大学生命環境系 教授） 

横井秀一（岐阜県立森林文化アカデミー 教授） 

山下直子（関西支所 森林生態研究グループ） 

閉 会 挨 拶 

【びわ湖の森の小径木や間伐材をムダなく有効利用】 

本冊子は、森林整備と資源の循環利用を目的とし、間伐材や小径木などを有効利用してつくられた 

「びわ湖の森」を元気にする紙を使用して印刷しています。 

問い合わせ先 
国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所関西支所 地域連携推進室 

〒612-0855 京都府京都市伏見区桃山町永井久太郎 68番地 

TEL 075-611-1201（代表） FAX 075-611-1207 

URL http://www.ffpri.affrc.go.jp/fsm/ 

電子メール fsm-ren@ffpri.affrc.go.jp 




